
事 業 評 価 シ ー ト

担当課・室長：自然環境計画課長

事 業 名 自然的環境の回復

上位施策名 自然環境保全と自然とのふれあいの推進

１ 事業の概要 自然と共生する社会の構築に当たっては、優れた自然を保全する
ことに加え、失われた自然環境の再生を積極的に推進することが必
要。
このため、自然環境の再生に係る技術的知見の集積を踏まえ、失
われた自然の再生・修復のための事業を実施。

２ 進捗状況 ○ 平成 年度まで自然再生技術調査として植生の復元等に関する13
事例調査と課題の検討等を実施した。
○ これらの知見や各省の公共事業の中で得られた個別の技術的な
蓄積を踏まえて、各省共同による自然再生事業にかかる調整費調
査を 年度から開始。13
○また、湿原の回復や里山の再生等の自然再生事業を関係省庁と連
携して実施する。さらに、環境省において市民レベルによる自然
再生活動体制を構築するためのモデル事業を実施する。
（予算額：調整費（調査）１５億円、事業費５億円）

３ 評価 ○ 調整費は、自然再生事業の実施に先立つ自然環境の観点からの
スクリーニングとしての調査を効果的に行う上で、また、事業実
行段階で各省の事業全体を通じた生物多様性の確保を確実に行う
上で、環境省と各省が共同で取り組む仕組みとして有効に機能す
ることが期待される。
○ 地元の市民等の参加を得た自然再生活動により、地域の自然特
性に応じたきめ細かな取組が可能となる。
○ 自然再生事業の実施は 「自然的環境の回復」に寄与し、政府、
が取り組むべき重要課題である「自然と共生する社会の実現」が
着実に推進されることが期待される。

４ 予算事項名 ・自然生態系配慮型事業の効果評価技術等調査費
・自然再生事業調整費（調査）
・自然再生整備事業（自然公園等事業のうち）
・ふるさと自然再生事業（自然公園等事業のうち）

５ 対応副施策等

平成14年度新規予算
自然生態系配慮型事業の効果評価技術等調査費

平成14年度新規予算
自然再生事業調整費（調査）

平成14年度新規予算
自然再生整備事業（自然公園等事業のうち）

平成14年度新規予算
ふるさと自然再生事業（自然公園等事業のうち）


